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日本では、大部分の鶏肉は、成長の早いブロイラーから生産されている。ほとん

どの日本在来の鶏品種は、産肉性、産卵性共に低く、その多くが絶滅の危機に瀕し

ているが、近年、在来種に由来する鶏卵・鶏肉の食味性の良さが再評価されてい

る。地鶏肉は、ブロイラー肉よりも食味性が良好で、歯ごたえがあり、ブロイラー

よりも高値で取引されている。同様に、日本の一般消費者のほとんどは、地鶏肉は

ブロイラーよりも風味豊かであると認識している。最近、我々は、長鎖不飽和脂肪

酸であるアラキドン酸（C20:4n-6）が、地鶏の肉と卵の豊かな風味と関連している

ことを見出した。この総説では、アラキドン酸と鶏肉・鶏卵の風味との関連性の発

見に至る過程と、鶏卵・鶏肉中のアラキドン酸含量の遺伝的制御について解説し

た。 

 

The Journal of Poultry Science 55: 163-171, 2018 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jpsa/55/3/55_0170123/_article/-char/en 

 

  

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jpsa/55/3/55_0170123/_article/-char/en


（研究ノート） 

 

ニワトリヒナに対するキニーネを用いたサッカリン行動応答 

 

吉田達行・伊藤友一・古田洋樹 

 

日本獣医生命科学大学応用生命科学部，東京都武蔵野市境南町 180-8602 

 

 鳥類において甘味感受の報告は少ない。本実験では白色レグホンヒナに苦味物質

であるキニーネを用いて人工甘味料サッカリンの行動応答調査を行った。3.0 mM キ

ニーネ単独溶液と 3.0mM キニーネ溶液に 0.1、0.5、1.0 と 10.0 mM サッカリンを混

合した溶液による 2 瓶法を用いて感受性を調査した。3.0 mM キニーネ単独溶液と比

べ、0.5 mM サッカリンと 3.0 mM キニーネの混合溶液は飲水量が増加傾向にあり、

10.0 mM サッカリン混合溶液の飲水量は有意に減少した（P<0.05）。0.5 mM サッカ

リンを混ぜることにより 3.0 mM キニーネに対する忌避行動が緩和した。1.0、10.0 

mM サッカリンの混合溶液では甘味が強く飲水量が減少したと思われた。これらの

ことからニワトリヒナは人工甘味料を感受すると考えられる。 
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グルカゴン様ペプチド(GLP)-1 は、食餌刺激に応じて腸管の L 細胞から分泌さ

れ、哺乳類の膵臓では膵 B 細胞に発現するその特異的受容体(GLP-1R)に結合するこ

とにより膵 B 細胞からのインスリン分泌を刺激する。先に、ニワトリ GLP-1R と特

異的に結合する抗体を用いて、我々はニワトリ GLP-1R が膵 D 細胞に発現すること

を証明した。本研究では、二重蛍光抗体法を用いて、GLP-1R の局在をニワトリ、

コリンウズラ及びダチョウという 3 種類の鳥類の膵臓において比較した。コリンウ

ズラの膵臓における膵島のタイプはニワトリのそれと似ていた。GLP-1R 免疫反応

陽性細胞は、コリンウズラ及びダチョウにおいてすべてのタイプの膵島内に認めら

れ、それらはソマトスタチンにも免疫反応陽性であった。これらの結果は、鳥類で

は、膵 D 細胞が GLP-1 の標的細胞であり、GLP-1 はソマトスタチンを介して生理的

作用を発揮することを示す。 
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苦味は基本五味の一つであり、苦味感受性は動物が有害な毒物を避ける上で重要

である。ヒトにおいては成長・加齢に伴って味覚感受性が低下するが、低下の程度

は味質によって異なっている。ニワトリにおいては、ヒナの塩味と酸味の感受性は

成鶏に比べて鋭敏であることが知られている。本研究では、ニワトリヒナの苦味感

受性が成長過程によってどのように変化するか検証することを目的とした。3 種類

の異なる週齢のニワトリヒナを用い、クロラムフェニコールとアンドログラフォリ

ドという苦味物質に対する行動学的試験を行った。また、ニワトリヒナ口蓋におけ

る機能的苦味受容体の相対発現量を定量した。飲水試験において、0−1 週齢のヒナ

は水よりも苦味溶液を有意に忌避したが、8−9 週齢のヒナは 0−1 週齢および 4−5 週

週齢のヒナに比べて苦味溶液に対する忌避性が減弱していた。リアルタイム PCR に

より、0−1 週齢ヒナの口蓋における苦味受容体 T2R1 の発現量は、週齢の高いヒナよ

りも有意に多いことが示された。これらの結果は若いヒナほど苦味感受性が高いこ

とを示唆している。今回の知見は将来的にニワトリヒナの成長段階に応じた新規飼

料の開発に役立つと考えている。 
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ニワトリの筋線維型は、酸化的代謝が優位な I型、解糖的代謝を示す IIB型、お

よびこれらの中間型の性質を示す IIA型に分けられる。これまで筋線維型の代謝特

性はミトコンドリア量に由来すると考えられてきたが、各線維型のミトコンドリア

呼吸能が異なることも最近明らかにされている。鳥類においても筋線維の異なる骨

格筋の呼吸特性に関する報告はあるが、その数は少なく、また、現在の成長速度の

速い肉用鶏の骨格筋ミトコンドリア特性に関する知見はほとんどない。そこで本研

究では、肉用鶏において I型、IIA型、IIB型と考えられている恥坐大腿筋内側部、

同筋外側部、浅胸筋を用いて、これらのミトコンドリア量および呼吸能を比較解析

した。NADH-TR活性染色および MyHC免疫染色より上記 3部位の筋線維型を確認した

後、ミトコンドリアを単離した。ミトコンドリア・筋組織中の CS活性はいずれも

IIA型筋で最も高く、筋組織中では次いで I型筋が高かったが、ミトコンドリア CS

活性では I型筋および IIB型筋に違いは認められなかった。NADH-TR染色ならびに

筋組織／単離ミトコンドリアの CS活性比の結果より、骨格筋のミトコンドリア量は

I型筋、IIA型筋、IIB型筋の順に高いことが示された。ピルビン酸＋リンゴ酸、パ

ルミトイル CoA＋リンゴ酸およびパルミトイルカルニチン＋リンゴ酸を添加した際

のミトコンドリア呼吸活性は、I型筋および IIA型筋で IIB型筋よりも有意に高

く、IIA型筋の呼吸活性は I型筋のそれに匹敵するものであった。IIA型筋では他の

部位より CPT2活性が有意に高く、これが高い脂肪酸代謝能の一因であることが考え

られた。以上より、肉用鶏において、ミトコンドリア量の違いは異なる筋線維型の

骨格筋のエネルギー代謝特性の一因であること、また、肉用鶏の IIA型筋は他の部

位とは異なる代謝特性を有することが示された。 
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